
検
討
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の

実
施
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
検

討
を
し
て
き
た
の
か
、
協
力
し

て
頂
け
る
事
業
者
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
部

局
の
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

近
年
、
路
線

バ
ス
の
減
便
や
廃
止
が
続
き
、

ま
た
、
少
子
高
齢
化
等
の
社
会

構
造
の
変
化
や
本
市
東
部
域
に

広
が
る
傾
斜
地
等
に
対
応
し
た

交
通
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
五
月
に
開
催
さ
れ

た
大
阪
府
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業

者
、
学
識
者
、
運
輸
局
等
が
集

ま
る
協
議
会
に
お
い
て
、
運
賃

改
定
の
検
討
を
行
う
際
に
、
市

内
の
全
て
の
場
所
で
利
便
性
を

向
上
さ
せ
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
タ
ク
シ
ー
に
な
る
よ
う
、

初
乗
り
距
離
及
び
初
乗
り
運
賃

額
の
引
き
下
げ
を
要
望
し
て
い

る
。
引
き
続
き
事
業
者
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
等
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
、
市
民
が

集
ま
り
や
す
い
場
を
活
用
し
た

タ
ク
シ
ー
配
車
サ
ー
ビ
ス
等
の

検
討
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

―
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

問
題
に
つ
い
て
―

問

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十

八
日
に
大
阪
府
と
大
阪
市
で
は
、

Ｇ
２０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
や
二
〇
二

五
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催

地
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
に
よ
る
河
川
や
海
洋
の
汚
染

防
止
に
率
先
し
て
取
り
組
む
た

め
、「
お
お
さ
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
行
っ
た
。

前
回
の
定
例
会
で
我
が
会
派
よ

り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

に
対
し
て
、
現
状
は
ど
う
分
析

し
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
の
か
と
質
問
を
し
た
。

答
弁
で
は
、
今
後
も
情

報
収
集
に
努
め
な
が
ら
、

幅
広
い
世
代
に
対
し
て

の
啓
発
を
強
化
し
て
い

く
と
と
も
に
、
海
洋
に

流
出
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
少
し
で
も
抑

制
す
る
た
め
、
地
域
で

の
清
掃
活
動
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト

を
し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
第
一
回
定
例

会
か
ら
現
在
ま
で
、
普

及
、
啓
発
活
動
を
含
め
、
新
た

に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
を
答
え

よ
。

環
境
部
長

東
大
阪
市
民
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
、
実
行

委
員
会
や
出
展
団
体
等
の
御
協

力
を
得
て
、
レ
ジ
袋
を
使
わ
な

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
た

だ
い
た
。
環
境
教
育
で
は
、
ご

み
減
量
に
つ
い
て
幅
広
く
発
信

し
て
い
る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
抑
制
の
た
め
、
使
い
捨
て

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
一

層
訴
え
か
け
て
い
く
。
ま
た
地

域
清
掃
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大

作
戦
を
今
年
度
は
多
く
の
方
々

に
参
加
が
い
た
だ
け
る
よ
う
、

機
会
を
拡
大
し
、
実
施
す
る
。

―
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
―

問

第
一
回
定
例
会
が
閉
会
し

て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
間

に
、
大
阪
で
は
、
吉
村
洋
文
大

阪
府
知
事
、
松
井
一
郎
大
阪
市

長
、
永
藤
英
機
堺
市
長
、
そ
し

て
藤
田
文
武
衆
議
院
議
員
が
誕

生
し
た
。
ま
た
大
阪
府
議
会
で

は
、
大
阪
維
新
の
会
が
過
半
数

の
議
席
を
占
め
、
大
阪
市
議
会

で
も
多
数
の
大
阪
維
新
の
会
所

属
議
員
が
生
ま
れ
た
。
大
阪
維

新
の
会
、
一
丁
目
一
番
地
の
政

策
で
あ
る
大
阪
都
構
想
が
、
い

よ
い
よ
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

野
田
市
長
は
大
阪
都
構
想
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長

今
後
、
大
阪
都
構
想
の

理
念
を
具
現
化
す
る
制
度
設
計

が
進
み
、
特
別
区
の
事
務
分
担

や
財
源
配
分
が
明
ら
か
に
な
っ

た
際
に
は
、
本
市
に
当
て
は
め

た
場
合
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
財

政
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
を
検
証
し
、
積
極
的
に
議

論
し
て
い
く
。

―
小
中
学
校
体
育
館
の

空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て
―

問

昨
今
の
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
熱
中
症
。
災
害
時
に
お

い
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
な

ど
が
災
害
弱
者
と
な
る
と
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
私
は
避
難

所
に
な
る
東
大
阪
の
小
中
学
校

の
体
育
館
の
空
調
設
備
を
早
急

に
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。
全

校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
設
置

し
た
際
の
コ
ス
ト
は
、
約
八
十

億
円
と
試
算
さ
れ
る
が
、
こ
れ

を
い
か
に
下
げ
る
か
が
重
要
で

あ
る
。
愛
媛
県
や
熊
本
県
な
ど

の
公
共
施
設
、
近
所
で
は
八
尾

市
の
幼
稚
園
で
採
用
さ
れ
て
い

る
輻
射
式
の
空
調
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
、
導
入
費
が
三
分
の
一
程

度
、
維
持
費
が
十
分
の
一
程
度

に
な
る
。
熱
中
症
と
い
う
の
が

社
会
問
題
の
一
つ
に
な
っ
て
お

り
、
避
難
所
と
し
て
の
役
目
も

あ
る
以
上
は
体
育
館
の
空
調
設

備
設
置
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ
と
に
対

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
総
務
部
長

輻
射
式
と
言

わ
れ
る
も
の
は
、
我
々
と
し
て

も
情
報
は
つ
か
ん
で
い
る
。
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
色
々

な
方
式
を
検
討
し
な
が
ら
、
体

育
館
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
空
調

と
い
う
の
は
何
な
の
か
検
討
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

―
教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
―

問

教
職
員
が
部
活
動
に
充
て

る
勤
務
時
間
は
平
日
の
授
業
終

了
後
や
土
、
日
、
祝
日
に
も
及

び
、
相
当
な
時
間
が
費
や
さ
れ

て
い
る
。
教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
は
、
当
然
な
が
ら
勤
務
時

間
が
長
く
な
る
ほ
ど
不
良
と
い

う
結
果
の
ほ
か
、
部
活
動
に
つ

い
て
は
必
要
な
技
能
を
備
え
て

い
な
い
場
合
に
不
良
と
い
う
調

査
結
果
も
あ
り
、
中
学
校
の
部

活
動
の
見
直
し
が
非
常
に
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。
教

職
員
の
働
き
方
改
革
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
答

え
よ
。

学
校
教
育
部
長

昨
年
度
よ
り

週
一
回
の
定
時
退
勤
日
の
実
施

や
本
市
立
学
校
に
係
る
部
活
動

の
方
針
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
本
年
度
か
ら
は
各
学
校

に
一
名
の
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

―
連
続
す
る
負
担
増
に

苦
し
む
高
齢
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
―

問

高
齢
者
の
暮
ら
し
は
深
刻

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
介
護

保
険
開
始
時
か
ら
み
る
と
基
準

額
で
年
三
万
三
千
四
百
六
十
二

円
の
負
担
増
。
同
時
期
に
国
民

年
金
満
額
は
年
二
万
四
千
円
減

額
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
百
二
十

五
万
円
以
下
の
所
得
の
非
課
税

措
置
廃
止
な
ど
で
、
厳
し
い
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
大
幅

引
き
上
げ
が
十
月
か
ら
始
ま
る
。

際
限
の
な
い
負
担
増
に
高
齢
者

が
苦
し
ん
で
い
る
。
か
つ
て
大

阪
府
は
一
九
七
二
年
に
老
人
医

療
費
は
無
料
に
し
、
福
祉
の
役

割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
今

や
二
割
や
三
割
の
窓
口
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
へ
の
重

い
負
担
押
し
つ
け
は
現
役
世
代

の
未
来
を
閉
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

今
で
も
全
国
に
は
独
自
に
支
援

を
行
う
自
治
体
も
あ
る
。
国
民

健
康
保
険
が
府
に
統
一
さ
れ
、

市
の
医
療
費
免
除
の
制
度
も
廃

止
さ
れ
る
。
他
市
の
よ
う
に
医

療
費
助
成
制
度
を
創
設
し
て
は

ど
う
か
。

副
市
長

高
齢
者
の
困
窮
に
つ

い
て
は
、
看
過
で
き
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
制
度
の
適
切
な

活
用
と
相
談
窓
口
の
充
実
を
し
、

国
、
府
に
財
政
施
策
を
要
望
す

る
。

―
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
―

問

こ
の
間
、
指
定
避
難
所
の

収
容
人
数
が
学
校
統
廃
合
に
よ

り
減
っ
て
い
る
。
し
か
も
避
難

所
収
容
人
数
が
二
平
米
に
つ
き

一
人
と
計
算
さ
れ
て
い
て
狭
く
、

市
は
災
害
関
連
死
を
生
む
よ
う

な
環
境
を
避
難
所
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
よ
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。
人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
た
め
の
最
低
限
の
国
際
基

準
で
あ
る
ス
フ
ィ
ア
基
準

は
三
・
五
平
米
に
つ
き
一

人
で
あ
る
。
最
大
被
害
想

定
で
は
ス
フ
ィ
ア
基
準
に

基
づ
く
と
八
千
八
百
十
六

人
分
の
避
難
所
が
不
足
す

る
こ
と
に
な
る
。
ス
フ
ィ

ア
基
準
に
基
づ
く
避
難
所

見
直
し
と
確
保
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

危
機
管
理
監

ス
フ
ィ
ア

基
準
に
よ
る
避
難
所
運
営

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
公
共
施
設
、
民
間
の

協
力
と
と
も
に
、
環
境
整

備
を
国
や
府
へ
要
望
す
る
。

―
学
校
老
朽
化
問
題
に

つ
い
て
―

問

我
が
党
は
、
昨
年
、
市
立

の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の

計
七
十
七
校
を
訪
問
し
、
施
設

の
老
朽
化
の
調
査
・
聞
き
取
り

に
基
づ
い
た
学
校
老
朽
化
問
題

に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
議
会
で

取
り
上
げ
て
き
た
。
実
際
に
行

っ
た
調
査
や
聞
き
取
り
で
は
、

校
舎
や
教
室
の
老
朽
化
、
雨
漏

り
、
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
定
期
点

検
結
果
報
告
の
Ｄ
判
定
部
分
で

の
、
特
に
連
続
Ｄ
判
定
部
分
や

緊
急
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
も

の
、
子
ど
も
た
ち
の
命
と
安
全

を
守
る
た
め
に
必
要
な
防
火
戸

の
補
修
な
ど
に
つ
い
て
、
補
正

予
算
を
つ
け
て
早
急
に
対
応
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
。
ま
た
、

教
育
予
算
を
大
幅
に
拡
充
し
計

画
的
に
学
校
の
全
面
改
修
を
進

め
る
こ
と
や
、
備
品
費
の
大
幅

増
額
な
ど
で
学
校
老
朽
化
問
題

を
解
消
す
る
こ
と
を
改
め
て
求

め
る
が
ど
う
か
。

教
育
総
務
部
長

法
令
遵
守
、

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
緊
急

的
に
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
は
、

大
規
模
営
繕
予
算
を
活
用
し
改

修
す
る
。
今
年
度
は
、
小
学
校

一
校
、
中
学
校
一
校
の
屋
上
防

水
改
修
に
加
え
、
大
規
模
営
繕

予
算
と
別
枠
で
予
算
化
さ
れ
て

い
る
消
防
局
の
立
入
り
検
査
の

指
摘
箇
所
の
改
善
、
小
・
中
学

校
の
体
育
館
改
修
を
順
次
行
っ

て
い
く
。
次
に
、
学
校
施
設
の

老
朽
化
対
策
は
早
急
に
対
応
し

て
行
く
必
要
が
あ
り
、
長
寿
命

化
計
画
を
今
年
度
策
定
予
定
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
今
後
の
学

校
施
設
の
改
修
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、
改
修
に
係
る
予
算
や

そ
の
財
源
の
確
保
も
、
国
の
補

助
金
な
ど
の
動
向
に
注
意
し
な

が
ら
関
係
部
局
と
調
整
す
る
。

―
自
主
防
災
組
織
の
充
実

に
つ
い
て
―

問

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発

生
し
た
際
に
、
行
政
の
支
援
が

届
く
ま
で
に
三
日
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
公

助
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
自
助

が
基
本
だ
が
、
地
域
で
助
け
合

っ
て
避
難
す
る
共
助
が
大
切
で

あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

八
割
近
い
人
が
自
助
、
共
助
で

救
助
さ
れ
た
統
計
も
あ
る
。
平

成
二
五
年
に
災
害
対
策
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
市
町
村
に
地
域

住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
努
力
義
務

と
し
て
課
さ
れ
た
が
、
市
と
し

て
自
主
防
災
組
織
の
充
実
、
強

化
に
向
け
て
い
か
な
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
。

危
機
管
理
監

組
織
の
役
割
の

啓
発
も
含
め
た
防
災
訓
練
や
講

演
会
を
開
催
し
て
い
く
な
ど
、

自
主
防
災
組
織
が
一
層
効
果
的

に
活
動
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

―
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働

に
つ
い
て
―

問

社
会
が
複
雑
多
様
化
し
、

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

く
変
わ
り
、
学
校
が
様
々
な
課

題
を
抱
え
る
中
で
、
学
校
と
地

域
の
連
携
、
協
働
が
よ
り
強
く

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
二
八
年
の
十
二
月
議
会
で
、

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を
機
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た

際
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

の
成
果
を
検
証
し
つ
つ
、
全
国

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
実
施
状
況
や
そ
の
効
果
を
確

認
し
な
が
ら
、
方
向
性
を
考
え

る
と
当
局
は
答
弁
し
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

教
育
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
た

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る

地
域
学
校
協
働
活
動
と
関
連
づ

け
、
複
数
校
で
の
運
営
や
モ
デ

ル
地
域
の
指
定
、
全
市
で
の
実

施
な
ど
、
東
大
阪
市
の
特
色
を

生
か
し
た
様
々
な
連
携
、
協
働

の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
を
行
う
。

―
８
０
５
０
問
題
に
つ
い
て
―

問

若
者
特
有
の
現
象
と
考
え

ら
れ
て
い
た
ひ
き
こ
も
り
だ
が
、

内
閣
府
は
今
年
三
月
に
、
四
〇

歳
か
ら
六
四
歳
の
中
高
年
の
ひ

き
こ
も
り
が
推
計
六
一
万
三
〇

〇
〇
人
に
も
上
る
と
発
表
し
た
。

今
、
団
塊
の
世
代
の
親
が
八
〇

歳
に
な
る
時
に
、
ひ
き
こ
も
っ

て
い
る
子
供
が
五
〇
歳
に
な
っ

た
場
合
の
８
０
５
０
問
題
が
、

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
関
係
機
関
が
個
別
に

対
応
す
る
縦
割
り
の
組
織
に
な

っ
て
い
る
が
、
関
係
機
関
が
連

携
し
た
行
政
の
総
合
窓
口
と
し

て
、
専
門
部
署
を
設
置
す
る
こ

と
が
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
対
策
に

有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

副
市
長

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い

て
は
、
当
事
者
の
年
齢
、
原
因
、

期
間
な
ど
様
々
で
あ
り
、
関
係

機
関
が
連
携
し
た
相
談
、
支
援

が
可
能
な
仕
組
み
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
組
織
の
見

直
し
も
含
め
た
検
討
を
行
う
。

海岸に漂着したプラスチックごみ（海上保安庁提供）

東大阪市地域防災計画を研究し提言をまとめた

公

明

党

大

阪

維

新

の

会

個
人
質
問

森
田

典
博

個
人
質
問

中
原

健
氏

日

本

共

産

党

個
人
質
問

上
原

賢
作

個
人
質
問

神
野

淳
一

東

大

阪

創

生

会

個
人
質
問

中
西

進
泰

自

主

防

災

組

織

を

支

援

せ

よ

!

ひ
き
こ
も
り
対
策
の
専
門
部
署
の
設
置
を
求
め
る
!

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
へ
の
対
策
を
早
急
に
実
行
せ
よ
!

小

中

学

校

体

育

館

の

空

調

設

備

設

置

を

求

め

る

!

市

民

の

安

全

と

暮

ら

し

を

守

る

市

政

を

ボ

ロ

ボ

ロ

の

学

校

施

設

の

改

修

を

早

急

に

（４）第２０２号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和元年８月１５日（５）


